
愛 宕 山

（ あ た ご や ま ）

鳥 打 峠

（ と り う ち と う げ ）

金 井 山

（ か な い や ま ）

可 候 峠

（ そ ろ べ く と う げ ）

尼 巌 山

（ あ ま か ざ り や ま ）

笹 ノ 登

（ さ さ の と ）

奇 妙 山

（ き み ょ う ざ ん ）
清 滝

（ き よ た き ）

尼 巌 城 跡

東 山 城 跡

長
野
市
の
南
南
東
に
位
置
し
て
い
る
尼
巌
山
・
奇
妙
山

及
び
周
辺
は
、
豊
か
な
自
然
や
史
跡
・
文
化
財
等
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

尼
巌
山
西
山
麓
に
は
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、
ま
た
同
山

頂
付
近
に
は
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
い
ま
す
。
山
城

跡
や
古
墳
群
、
石
幢

せ
き
ど
う

や
石
垣
な
ど
多
く
の
石
の
文
化
財
も
。

静
か
な
山
裾
に
は
、
ゆ
っ
た
り
と
あ
ん
ず（
杏
）の
里
や

肥
沃
な
田
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

奇
妙
山
中
腹
、
高
見
岩
上
か
ら
見
た
長
野
市
街
と
北
ア
ル
プ
ス（
手
前
は
尼
巌
山
）

東
条
あ
ん
ず（
杏
）の
里
か
ら
遠
く
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む

東
条
あ
ん
ず（
杏
）の
里（
杏き
ょ
う

雲う
ん

郷き
ょ
う

）

国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ（
雄
）

長
野
松
代
総
合
病
院
屋
上
か
ら
見
る
尼
巌
山
・
奇
妙
山
の
山
並
み
と
松
代
町
の
東
部

こ
の
印
刷
物
は
、大
豆
油
イン
ク
お
よ
び
、古
紙

配
合
率
10
0％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

長
野
市

菅
間
王
塚
古
墳

県
指
定
史
跡
、
県
下
最
大
の
積
石
塚

円
墳
、
墳
丘
の
直
径
34m

、
高
さ
6.7m

、
底
部
に
屋
根
形
天
井
の
合
掌
形
石
室
、

内
部
の
四
壁
に
は
朱
が
ぬ
ら
れ
て
い
る
。

墳
丘
上
に
長
さ
4m
割
石
積
み
竪
穴
式
石

室
が
あ
り
、
追
葬
の
も
の
で
あ
る
。

自
然
の
四
季
折
々
に
、
魅
力
あ
る
山
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
大
い
に
満
喫
し
よ

う
！
ま
た
史
跡
・
文
化
財
な
ど
多
く
の
名
所
・
旧
蹟

も
訪
ね
て
み
よ
う
。

M
  長
明
寺
の
楼
門

M
  国
民
宿
舎
松
代
荘

M
  農
業
大
学
校
の
桜
並
木

M
  尼
巌
山
の
岩
場（
巨
岩
）

M
  寺
尾
氏
の
墓（
石
塔
）

M
  山
本
勘
助
の
墓
所

M
  大
室
古
墳
館

M
  あ
ん
ず
の
里

清
滝
観
音
堂（
信
濃
三
十
三

番
札
所
11番

札
所
）

天
の
岩
戸（
岩
屋
）

東
光
寺（
阿
弥
陀
山
）

尼
巌
山
の
東
方
山
裾
に
あ
り
、
真
言
宗

で
平
安
時
代
後
期
の
開
山
。
東
光
寺
文

書
八
通
は
長
野
市
の
文
化
財
。
仁
王
門

は
元
禄
十
六（
1703）年

の
建
立
。
本
尊

は
阿
弥
陀
如
来
、ま
た
鑰
掛（
か
ぎ
か
け
）

十
一
面
観
音
立
像
が
鎮
座
し
て
い
る
。

尼
巌
城
跡

東
条
氏
の
山
城（
詰
城
）で
、
主
郭
は

山
頂
に
あ
り
、
幅
7.8m

、
長
さ
23.6m

の
大

き
さ
。
武
田
信
玄
の
命
で
真
田
幸
隆
等

に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
、
弘
治
二（
1556）年

落
城
、
東
条
氏
は
上
杉
謙
信
の
越
後
に

逃
れ
た
。石
幢（
せ
き
ど
う
：
笠
仏
）

長
野
市
の
指
定
文
化
財
。
基
礎
石
上

に
高
さ
156cm

、一
辺
46.5cm

の
方
柱
の

塔
身
を
立
て
、上
に
笠
石
を
乗
せ
て
あ
る
。

方
柱
の
四
面
上
部
に
は
四
仏
が
浮
彫
さ

れ
て
い
る
。
全
国
的
に
見
て
も
類
を
見
な

い
も
の
で
、鎌
倉
時
代
初
期
の
作
と
い
う
。

竹
原
笹
塚
古
墳

長
野
市
指
定
文
化
財
。
積
石
塚
古
墳

で
、
横
穴
式
石
室
が
残
る
。
石
室
の
屋

根
は
、
左
右
か
ら
大
き
な
一
枚
岩
を
斜
め

に
合
わ
せ
た
合
掌
形
。
6世
紀
頃
の
築
造

で
、
石
室
の
規
模
が
最
も
大
き
い
古
墳
で

あ
る
。玉
依
比
売
命
神
社（
池
田
の
宮
）

主
祭
神
は
玉
依
比
売
命
で
、
初
代
神

武
天
皇
の
母
君
。
神
社
神
宝
の
児
玉
石

（
ま
が
た
ま
等
）は
日
本
最
大
の
8
0
0個
で
、

県
宝
指
定
。
豊
作
祈
願
の
神
事
の
お
田

植
祭
は
正
月
六
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

禅
福
寺（
大
瀑
山
）

曹
洞
宗
。
天
文
三（
1534）年

、
寺
尾

霞
城
主
大
室
氏
が
創
建
。
1652年

真
田

信
之
公
の
娘（
見
樹
院
）が
本
堂
を
改
築

し
た
。
大
室
古
墳
群
は
近
く
に
あ
る
。

大
室
古
墳
群

寺
尾
金
井
山
か
ら
大
室
に
至
る
松

代
東
側
山
地
に
築
造
さ
れ
た
500基

を
超
え
る
日
本
最
大
の
古
墳
群
。
大
小

五
つ
の
支
群
が
あ
り
、
最
も
規
模
の
大

き
い
大
室
谷
支
群
は
国
の
史
跡
指
定

地
と
な
っ
て
い
る
。

東
条
の
窯
元（
か
ま
も
と
）

東
条
の
山
ふ
と
こ
ろ
に
伝
統
の
登
窯
が

築
か
れ
、
煙
が
立
ち
昇
っ
て
い
る
。

イ
. 欅
陶
窯（
け
や
き
が
ま
）

ロ
. あ
ま
か
ざ
り
工
房

ハ
. 陶
隆
窯（
と
う
り
ゅ
う
が
ま
）

が
あ
る
。

東
条
氏
廟
所（
び
ょ
う
し
ょ
）

東
条
般
若
寺
地
籍
に
お
び
た
だ
し
い

数
の
苔
む
す
大
小
の
五
輪
塔
を
残
す
一

郭
が
あ
り
、
東
条
氏
累
代
の
墓
地
。
東
条

氏
の
居
館
は
、
玉
依
比
売
命
神
社（
池
田

の
宮
）の
鳥
居
の
南
約
200m

の
日
の
丸
地

籍
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
鋒
寺
と
真
田
信
之
公
の
墓

初
代
松
代
藩
主
真
田
信
之
公
隠
居
館

跡
に
建
立
さ
れ
た
曹
洞
宗
の
寺
。
本
堂
、

霊
屋
等
は
開
創
時
の
も
の
。
庭
園
に
は

信
之
公
の
墓
が
あ
る
。
真
田
信
之
公
は
、

1622年
城
主
襲
封
。
1658年

に
死
去
。

享
年
93才
で
あ
っ
た
。

奇
妙
山

尼
巌
山

A
B

C
D

E
F

GM
N

O
P

U
V

Q
R

S
T

H
I

J
K

霞
城
跡

大
室
氏
の
居
城
・
壕
跡
。
由
来
は

敵
が
攻
め
て
く
る
と
霞
が
か
っ
た
よ
う
に

城
を
覆
い
隠
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
。

本
城
郭
は
平
石
小
口
積
み
の
石
垣
や

曲
輪
の
折
れ
や
屈
曲
が
特
徴
。
西
の

登
り
口
に
大
手（
正
門
）の
跡
が
あ
る
。

L
※
コ
ー
ス
に
は
足
下
の
険
し
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

20
18
.1
0月
改
訂



柱
状
節
理
の
大
岩
を
落
下
す
る
滝
。

景
観
が
素
晴
ら
し
い
。
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